
フリードリヒ・クーラウ（Friedrich Kuhlau, 1786-1832）  

ドイツ生まれの作曲家で、デンマークで活躍したピアニスト・作曲家として知られていま

す。彼は特にピアノ作品やフルート作品で名声を博し、当時のデンマーク音楽に大きな

影響を与えました。ベートーヴェンとも親交があり、彼の音楽に触発された作曲家の一人

です。 

生涯 

クーラウは 1786年にドイツのウルツェンで生まれ、音楽家としてのキャリアは最初はドイツ

で始まりました。彼は幼少期に事故で片目を失ったにもかかわらず、音楽の才能を発揮

し、ピアノ演奏や作曲を学びました。 

1810 年、ナポレオン戦争の最中にデンマークに移住し、そこで長く活躍することになりま

す。デンマークでは王室の音楽教師を務めたり、王立劇場のための劇付随音楽を作曲

したりしました。彼はデンマークに帰化し、デンマーク音楽界の中心的な人物となりまし

た。 

クーラウの音楽はロマン主義の先駆けとして、ベートーヴェンの影響を強く受けており、そ

の中でも彼のピアノ曲やフルート作品は特に評価が高いです。また、クーラウは民間音

楽にも関心を示し、デンマークの民謡や詩に基づく作品も手掛けています。 

1832 年、彼は肺炎によりコペンハーゲンで亡くなりました。 

思想 

クーラウは音楽を非常に大切にし、その独自性と創造性を追求しました。ベートーヴェン

との友情は、彼の音楽に強い影響を与え、彼自身もベートーヴェンを大変尊敬していま

した。クーラウの作風は、古典派の枠を超えてロマン主義的な感情表現に向かい、特

に彼のピアノソナタや室内楽にその傾向が表れています。 



また、クーラウは舞台音楽にも深い関心を持っており、多くのオペラや劇音楽を手がけま

した。彼のオペラはデンマーク国内で人気が高く、特に『ルル（Lulu）』は成功を収めました

が、現在では主にピアノとフルートの作品で知られています。 

ピアノ曲 

クーラウは、初心者向けの教育的な作品から、より高度な技術を要する作品まで、幅

広いピアノ作品を残しています。特に有名なのは、教育用のソナチネです。彼のピアノ

曲は、ベートーヴェンの影響を受けた構成の明確さと、優美な旋律、そしてロマン派的な

感情豊かな表現を特徴としています。 

代表的なピアノ作品 

• ピアノソナチネ Op.20, Op.55: クーラウのソナチネ集は、初心者向けの作品とし

て特に有名で、今日でもピアノ教育の重要な教材として使用されています。これ

らのソナチネは、明瞭な形式と美しい旋律を持ち、初心者にとって演奏しやすい

一方で、音楽的な表現力を育むための作品でもあります。 

• ピアノソナタ Op.59: クーラウのピアノソナタは、ベートーヴェンに影響されたより大

規模で野心的な作品です。Op.59 は特に壮大な構成を持ち、感情の幅も広い

作品となっています。 

• 幻想曲 Op.88: ロマン主義的な自由な形式と感情表現が特徴の幻想曲で、

技巧的なパッセージと劇的な展開が見られます。 

クーラウのピアノ曲は、教育的な価値が高く、多くのピアノ学習者に親しまれています。

彼のソナチネ集は、クラシックピアノ教育の定番として多くのピアニストに演奏されていま

すが、それ以上に彼の作品は美しさと感情の豊かさで広く愛されています。 

その他の作品 

クーラウはピアノ曲に限らず、フルートのための作品も多く手がけています。彼のフルート

作品も、演奏技術を磨くための教育的な作品から、演奏会用の高度な作品まで幅広

く、特にフルートソナタやデュエットは今でも演奏されています。 

まとめ 



フリードリヒ・クーラウは、デンマークで成功を収めた作曲家として知られ、彼のピアノ作品

やフルート作品は今なお多くの人々に愛されています。彼の生涯は、音楽に対する真

摯な姿勢と、創造性豊かな作曲活動に満ちていました。クーラウの作品は、教育的な

価値を持ちながらも、感情豊かで、美しい旋律が魅力的なものが多く、特に初心者から

中級者のピアノ学習者にとって重要なレパートリーの一部となっています。 
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